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■ 概 要 版 ■

市立枚方市民病院市立枚方市民病院市立枚方市民病院市立枚方市民病院

外観イメージ※計画時のものです少子高齢化の急速な進展や疾病構造の変化、また医療制度の改革など、医療を取り巻く環境が大きく変わる中で、関西医科大学附属枚方病院の開院など、本市を中心とする北河内地域の医療環境も大きく変化しています。また、現在の市民病院は、老朽化が進んでいることなどから、災害への対応や、療養環境などの面で課題があります。自治体病院を取り巻く環境は厳しい状況にありますが、市民の医療ニーズに対応して周産期医療や小児医療、また救急医療や高度医療の充実に向けた取り組みを進め、災害医療センター機能など自治体病院として果たすべき役割と責任を踏まえて、すべての市民が住み慣れた地域で安心して安全に暮らすことができるよう病院機能の整備を進めていかなければなりません。平成14年度には市民病院基本構想を、平成16年度には市民病院基本計画を策定するなかで、市民病院の建て替えの必要性を検討し、その後の医療ニーズ調査の結果を踏まえて、平成19年11月に、新病院の規模や機能などを「新病院整備計画」としてまとめました。こうした状況の中で、「新病院整備実施計画」は、新病院の実現に向けて、「新病院整備計画」に基づき、技術的な見地からの検討も加え、より具体的な計画としてまとめました。 平成21年2月
枚枚枚枚 方方方方 市市市市



新病院の位置及び配置計画 特徴ある施設計画■■■■ 安全安全安全安全でででで安心安心安心安心なななな施設施設施設施設 ■■■■各階ゾーニング 一般一般一般一般ＥＶＥＶＥＶＥＶｻーﾋ゙ｽｻーﾋ゙ｽｻーﾋ゙ｽｻーﾋ゙ｽＥＶＥＶＥＶＥＶ 感染症病棟８床位 置：枚方市禁野本町２丁目１８４４番２ 他現病院の東側に隣接する国有地を購入し、現病院用地も利用し整備します。敷地面積：約22,200㎡延床面積：約28,920㎡ ６６６６ 階階階階一般病棟
７７７７ 階階階階一般病棟感染症病棟緩和ケア病棟

一般病棟４７床 一般病棟４７床
緩和ケア病棟２０床 一般病棟３８床 ■ 災害時医療への対応ができる空間の確保■ 震災等災害時の病院機能維持のための免震構造や設備の採用■ 暴風雨に対応できる性能の確保■ 防火、避難、消防活動について病院建築の特性への考慮■ 清汚管理、事故防止について病院建築の特性への考慮■ セキュリティ対策を考慮した設備等の整備■■■■ アメニティアメニティアメニティアメニティ豊豊豊豊かなかなかなかな空間空間空間空間 ■■■■

医局 中央材料滅菌室
分娩･新生児集中治療部門６床婦人科病棟１５床産科病棟２５床小児科病棟３５床

一般病棟４７床 一般病棟４７床屋上庭園
３３３３ 階階階階
４４４４ 階階階階分娩･新生児集中治療部門小児科病棟産科病棟婦人科病棟
５５５５ 階階階階一般病棟 ■ 利用者にとってわかりやすい施設の配置やサイン等の設置■ 利用者と職員が接する箇所はコミュニケーションのとりやすい空間づくり■ 外来患者に快適な待ち時間を提供するためのシステム整備と空間づくり■ 積極的な自然採光の取り入れや、自然を身近に感じられる院内環境づくり■ 屋上緑化も含め、みどり豊かな屋外空間の提供■ 内装について清潔感がある一方、暖かみを感じ憩い、潤いのある空間づくり■ 仕上材料について病院建築の特性への考慮■ 快適な室内空気環境の提供Ｎ

■■■■ 環境環境環境環境にににに配慮配慮配慮配慮したしたしたした施設施設施設施設 ■■■■
放射線部門 内視鏡部門防災センター 救急医療部門 スロープ外来部門医療安全管理部門 病理検査部門 化学療法更衣室更衣室 院内保育所事務室ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部門ﾚｽﾄﾗﾝ職員食堂健診ｾﾝﾀｰ

講堂 屋上庭園外来外来外来外来ＥＶＥＶＥＶＥＶ
手術部門管理諸室 滅菌室MEｾﾝﾀｰ

１１１１ 階階階階外来部門救急医療部門薬剤部門放射線部門
２２２２ 階階階階外来部門健診ｾﾝﾀｰﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部門病理検査部門事務室更衣室講堂院内保育所医療安全管理部門
手術部門中央材料滅菌室ＭＥセンター医局管理諸室

新病院の特色ある医療

質の高い、身体に優しい医療の提供救急医療の充実と災害医療センター機能の確立子供に対する医療の提供と保健・福祉との連携
■ 快適な室内空気環境の提供■ 全ての人に優しいユニバーサルデザインの実践※アメニティ：環境などの快適さ、快適性■ 国、府、市が指針等で示す環境への配慮をできる限り実践■ 屋上緑化などによる建物の熱負荷抑制■ 太陽光発電システムなどによる自然エネルギーの有効利用■ エネルギー効率の高いシステムや環境配慮型機器の採用■ 駐車場の芝生化などによるヒートアイランド現象の抑制■ 下流域下水機能の負担軽減のための雨水流出抑制施設の整備■ 資源循環に配慮した建築材料等の使用■ 医療環境等の変化に対応できる構造等のできる限りの導入

■■■■ 小児医療小児医療小児医療小児医療センターセンターセンターセンター■■■■ ＨＩＲＡＫＡＴＡＨＩＲＡＫＡＴＡＨＩＲＡＫＡＴＡＨＩＲＡＫＡＴＡ ＥＲＥＲＥＲＥＲ■■■■ 内視鏡外科内視鏡外科内視鏡外科内視鏡外科センターセンターセンターセンター

配置計画図

機械室電気室栄養管理部門放射線部門（放射線治療）放射線部門(RI･PET検査)SPD部門剖検解剖 スロープ管理諸室サービス部門
生理機能検査部門受付 検体検査細菌検査輸血部門 中央処置採血･採尿外来部門相談室売店

薬剤部門 病児保育室地地地地 階階階階放射線部門RI･PET検査放射線治療栄養管理部門SPD部門サービス部門剖検･解剖機械室･電気室

放射線部門内視鏡部門生理機能検査部門検体検査細菌検査輸血部門医事課地域医療連携部門病児保育室 医事課地域医療連携部門
一般用ＥＶｻｰﾋﾞｽ用ＥＶ外来用ＥＶ

質の高い、身体に優しい医療の提供
総事業費は概算で約181億円であり、内訳は以下のとおりです。概算事業費

各項目の費用は現時点での目安であり、今後の整備過程で物価等の影響により変動する場合があります。※
■ 周辺のまちなみに応じた外観など景観への配慮緩和ケア、放射線治療、周産期医療への取り組み

新病院の規模総病床数 ３３５床
■■■■ 新新新新しいしいしいしい診療機能診療機能診療機能診療機能のののの整備整備整備整備 金額(億円)用地関連費 １６ 土地購入費、取得用地内既存建物解体費、用地管理費等建設関連費 １３３ 建設費、文化財調査費、設計監理費、現病院建物解体費等医療機器等整備費 ３２ 医療機器整備費、医療情報システム整備費等小計 １８１項目 内容



建替計画 新用地内既存建物撤去 新用地内の既存建物を解体後、仮囲いを設置し土地の管理を行う。渚中宮線拡幅整備
新用地現用地STEP1 ■平成21年12月頃～

新用地内に新病院を建設する。
新病院工事完了後、引越を行う。その後、既存病院の撤去（左図ハッチ範囲）を行い、文化財調査、土壌汚染調査を行う。新病院STEP3

STEP2 ■平成23年9月頃～
■平成25年12月中頃～

新病院工事

以下の工程を目標工程とします。目標工程

既存病院撤去後、現用地の跡地整備を行い、すべての整備を完了する。STEP4 新病院 ■平成27年9月中頃～
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